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4q
μg／dayを投与 した ．ス ル ピ リ ド投与高 PRL 血症群

と して ，ethinyl 　estradiol 　40μ g／day投与開始時よ り，

ス ル ピ リ ド150mg／day を 連 日経 口 投 与 し，　 ethinyl

estradio1 は 対照群 と同様 の ス ケ ジ ゴ ー
ル で投与し ， 比

較検討し た．採血 は ethinyl εstradiol 投与開始前，投

与開始後 1週 目， 2週 目， 3週 目お よ び
「4 週 目後よ り

連 日11日間行な つ た ．血中 LH
，
　FSH

，
　PRL は RIA 法

に て 測定 した ．

　成績 ：血 中 PRL は ス ル ピ リ ド投与 に よ り有意 な上

昇を示
・
し た，ethinyl 　estradiol 　40μg／day の 連 日投与 に

よ り血 中 LH は 対照群 お よび ス ル ピ リ ド投与高 PRL

血症群 の い ずれ に お い て も，漸減 した ．ethinyl 　estra −

diol．200μg／day　4 日 間の追加投与に よ り対照群お よ

び ス ル ピ リ ド投与高 PRL 血 症群 い ずれ に お い て も，

LH の positive　feedbackが認め られ た ．　 FSH は両群

ともに ethinyl 　estradiol 　40μg／day 連 日投与で nega −

tive　feedbackが 認め ら れ た が，　 ethinyl 　 estradiol

200μg／day　4 日間 の 追加投与に よ る positive　 feedba−

dk は ，対照群 の
一

例を除い て は認め られなか つ た．

　独創点 ：閉経後婦人 に お い て も ethinyl 　estradiol 投

与に よ り視床下部
一

下垂体系 の negative お よ び posi・

t葦ve 　feedba磁 が 認・め られ る こ とを示 し ， 同時に ，
こ の

negative お よ び positive　feedback は ス ル ピ リ ドに よ

る 高 PRL 血症 に お い て も認 め られ る こ と
．
を示 した ．

　質問
’
　　　　　　　　 （徳 島大）森下 　　一

　長期間高プ ロ ラ ク チ ソ 血症が続 い た場合で もestro −

gen の positive　feedback　effect 　tt存在 する の で し よ

うか．

　回答　　　　　　・　 （和歌 山医大） 八木　重尾

　以前に わ れ わ れ は，消化性 カ イ ヨ ウ等で
， 3ヵ 月 か

ら 6 ヵ 月 に わたつ て 長期間，
ス ル ピ リ ド投与を受け ，

無月経を来た し て い る成熟期婦 人 に つ い て
， ethinyl

estradiol 　 200μ g／day　4 日間経 口 投与 し て ，
　 estrogen

feedbackを検討 し ま した が
，

こ の よ うな長期 に わ た る

高 プ ロ ラ ク チ ン 血症 で も，LH の 上昇を明確に認め て

お りま す．

　質問　 　　　 　　 　　 　　（東北大）安部　徹 良

　閉経後婦人 の 視床 下部
一

下垂体系 の feedback機構

は よ く保持され て い る との 結論で すが ， 性成熟期婦人

と全 く同 じ と考えて お られ る か．

　追加　　　　、　　　　　　 （東北大）安部　徹良

　老化 に よ る視床下部
一

下垂体系 の feedback機構 の

変化 に 関 し て ，・閉経前婦 人 で 卵巣期 の estrogen 　leve1
が性成 熟期婦人 と 同 じ に 保 た れ て い る に も拘 ら ず ，

’

gonadotropin 、　levelの 上 昇が認め ら れ て い る こ と か

ら， feedback機構 の 変化 が 示 唆され て い る．従つ て ，

今後 は
， 単 Pt　feedback機構の 有無 と い う定性的な面

の み ならず，反応性 の
．
定量的 な面 か らの 追求が必要と

思 う．

　回答　　　　、　　　　 （和歌山大）八 木　重尾 tt

　以前 に わ れわれ
．
が成熟期婦人 に ethinyl ・’i　estradiol

200μg／day　4 日 間経 口 投与 し て検討 し た 成績 と比較

します と，閉経後婦人で の positive．　feedback に よる

LH 上 昇の 程度は 低 い よ うで すが
，

こ れは
， お そ らく閉

経後婦人で の内因性 エ ス トロ ゲ ン レ ベ ル の 低 い こ とが

影響し て い る もの と考 えられ ま す ．
’

　139．ヒ デ ル ギン の 高プ ロ ラクチ ン血性 ， 正常プ ロ ラ

ク チ ン 血性無排卵症 に 対 す る排卵誘発効果

　　　　　　 （自治医大）田村　　貴 ， 玉 田　太朗

　〔実験 1〕目的 と方法 ：我 々
．
は 既 に Hydergine（以下

Hyd ）を基礎 PRL 値が 100ng／ml 以下 の 高 PRL 血性

無排卵症 に投与す る と 4 〜 5 時間後 に 血清 PRL は 正

常範囲 に ま で 抑制 され（急性実験），
か つ 慢性投与で 排

卵の誘発される t と を 示 し た （第52回 日本内分泌学会 ，

1979年），そ こ で 今回 は 基礎 PRL 値が 100ng／1nl 以下

の 高 PRL 血性無排卵症13名をえ らん で そ の 排卵誘 発

効果を検討 し た ．Hyd は 消褪出血開始 日 よ り 1 日 6

mg を持続的投与 し 2例 で は clomid （以下 Cl）を併用

した，13例 中10例で 排卵が誘発 さ れ症例 別排卵 率は

77％であつ 丸．こ の うち挙児希望 の 7例全例 で 妊娠 し

た．排 卵例 10例 の 周 期別排卵 率 は 47周 期 中38周 期

（80％）で 1例 を除 き反復排卵した，こ れ ら排卵例で は

卵巣 の
一・
Ell分泌は保た れ ド か っ HFRH 夜 対する 下垂

体 の 反応性 も保持 され て い た ．

　結 論 ：  基 礎 PRL 値が 100hg／ml 以 下 の 高 PRL

血 性無排卵症に Hyd が優れ た 排卵誘発効果 と高 い 妊

娠率を もつ ．  基礎 PRL 値が 100hg価 1以下 で 卵巣

の E2分泌 も保た れ て 下垂体 の LH −RH へ の 反応性 も

正常な即 ち軽症の 排卵障害例がそ の 適応 で あ る．

　〔実験 II〕 且的
．
と方法 ：我 々 は 既 に CB154 が 正 常

PRL 性無排卵症に 於て 排卵誘発 効果 を もつ こ と を示

した （第52回 日本内分泌学会秋季大会119？9年）．CB154

と類似 の 麦角剤 の Hyd が 同様 の 効果 をもつ か 否 か を

知 る た め 基礎 PRL 値正 常の 無排卵 症10名 に Hyd 単

独 （3名），

’
及び clomid （以下 Cl）単独投与で 効果不

充分例 2例 ±
／．無効例

』
5例 の 計 7例 に Hyd と Cl を併用

投与し た ．Hyd の 投与法 は実験 1 と 同 じか 又 は 1 日 6

錠を消褪出血 よ り 2 週間毎周期投 与し，C1は 出血 5 目

」

ー
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目よ り 5 日間 （100−−150mg ／日）投与 した ．

　成績 ：単独投与例 で は 3例全例が排卵し，そ の 周期

別排卵率は 13週期中12週期 （92％）で 1例 が 妊娠 し た ．

C1併用例で は 7例中 5例 が排卵 し，C1単独投与の 周期

別排卵率 （4／25； 16％）に 較 べ Hyd と C1 の 併用投与

の それ は 20／31＝64％ で 排卵 率が大幅に 改善 され た ，

　結論 ：Hyd は 単 独投 与又 は Cl の 併 用 に よ り正 常

PRL 血 性無排卵症に 於 て も排卵誘 発効果を もつ 可能

性 が 示 され た ．

　質問　　　　　　　　　　 （東北大）桃野耕太郎

　血 中 PRL100ng ／ml 以 下 の 者 で は 臨床的 に CB154

と ヒ デ ル ギ ソ で の 投与法 の つ か い わけは どの 様 に 考 え

て い ますか．

　回答　　　　　　　　 （自治医大）田村 　
．
貴

　Hydergine は Nausea　etc の 副作用が な く大変使い

や す い ．基礎 PRL 値が 100ng／ml 以下 の 症例 で あれ

ば，CB154 の 如 く強力 で か つ 副作用 （Nausea ）もとき

に つ よ く出 る 薬剤 を使用す る 必 要は な い ．Hyder 窰ine

で 臨床効果は充分で あ る．

　質問　　　　　　　　（長岡 日赤病院）土 田　　勲

　 PRL 　100ng／ml 以下の高プ ロ ラ ク チ ソ 血症症例 に 対

す る TRH 　testの PRL 値の 反応状態は い か がだ つ た

で し よ うか．

　 PRL 　100ng／m1 以下 の 症 例 で nonfunctional 　 pitui・

tary　 tumor　1例 ，
　 Encephocele　1例 ，　 A −V 　 malfor −

mation 　1例があ り治療前に充分な診 断が必要な
．ヒ と

を追加 し ます．

　 回答　　　　　　　　　（自治 医大） 田 村 　　貴

　 下垂体腺腫術後等 の 特殊 な場 合 を除 き
一般 に 基礎

PRL 値が 100ng／ml 以下 の 高 PRL 例で は TRH に 対

する反応性は 正常の それ と較 べ 著変は な い ．

　 140．ヒ ト卵巣の LH レ セ プタ
ーと そ の周期変動

　　　　　　（和歌山 医大）矢本　希央，生駒　久男

　　　　　　　　　　　　岩崎　正文 ， 仲野　良介

　 目的 1 ヒ ト卵巣に お け る LH レ セ プ タ
ー

の 存 在お

よ び卵巣周期 に よ る変動に つ い て 明 らか にする こ とを

目的 と し た ，

　 方法 ：各種婦人科疾患 に て 開腹術を受け た 正常月経

周期婦 人21例 の 摘出卵巣よ り卵胞 ， 黄体組織を分離採

取 し homogenize し た 後，
’
2，000g沈渣 を レ セ プ タ

ー
分

画 と し た ．lactoperoxidase法 に よ り標識 し た
旦251 −

hLH と37℃ ， 2時間 incubateした 後，沈渣 の 放射能 を

測定 し た．非特異的結合は hCG （200工U ）を添加 し も と、

め ，反応速度論的検討は Scatchard分析に て 行 つ た．

　 成績 ：卵胞 （cycle 　day　7 〜、9）に は n ； 2．13× 10Li4

moles ／mg 　protein，　Kd ＝ 2．76　x　10
−1°M ，黄体

．
（cycle

day23 ）に は n ＝ 1．59× IO− t4
皿 01es 〆mg 　protein ，　Kd ＝

4．55× 10’iOM の LH レ セ プ タ
ーが 認 め ら れ た ．　

i25 ・1−

hLH の 結合特異性 は非標識 ホ ル モ ン に よ る置換 実験

に よ り証明 され た．・卵胞期卵胞 （4例）の
i2
『1’・hLH の

特異的結合 は ， cycle 　day　2 ，直径 4mm の卵胞 で は

25，09x103　cpm ／mg 　 protein ，　 cycle 　 day　9，直 径

11  の 卵 胞35‘46× 103　cpm ／ing　 pretein，　 cycle

day14，直径19mm の 排卵前卵胞 38．75　×，103　cpm ／mg

proteinと排卵にむ か い 増加 す る傾 向を 示 し，出血黄

体 （2 例）の
1251・hLH の 特異的結合は，86．37× IOs

cpM ／mg 　protein，73．82× 103　cpm ／mg 　proteinと著朋

に 上昇 した．しか し，黄体期 に 得られ た閉鎖卵胞と考

え られ る卵胞 （3例）で は ， 卵胞期卵胞 に 比較し低値

で あつ た．
一

方 ， 黄体期各時期の 黄体（8 例）の LH レ

セ プ タ
ー
数は

，
cycle 　day16，　 n ＝ 1．56× 10

−14
　moles ／

％
mg 　prbtein，　cycle 　da

’
sx21，　 n ＝2．61xlO

−i4　moles ／mg

protein ，
　 cycle 　day25，　 n ＝ 1．07× 10− i4

　moles ／mg

prote三n と黄体期初期 よ り中期 に か け増加 し，末期に

な る に と もな い 減少し た ，Kd は 各時期 ともほぼ一
定

の 値 （7 〜9 × 10−IOM ） で あつ た ．

　 総括 ： ヒ ト卵巣の 主た る組織要素で ある卵胞お よ び

黄体組織に，high　afnnity ，　low　capacity の 特異 的 LH

レ セ プ タ
ーが存在 し ， 卵巣周期に ともな い動的に 変化

す る こ とを 明 ら か に し た ．

　 141．胎盤産生蛋 白お 、よぴ性 steroid の insulin分泌

に お よ ぼ す影響 に 関す る 研 究

　　　　 （三 重大）

　　　　　　 小塚 　良允，村田　和平，豊 田　長康

　　　　　　 宮村
’
吉麿，池 田　 洋子 ， 松本 。 隆史

　　　　　　 杉山 陽
一

　 妊娠 は Diabetogenic　state で ある とい わ れて お り，

事実妊娠中に 糖代謝異常を きたす婦人が み られ，い わ

ゆ る 臨床上 Gestational　Diabetesと し て経験す る と

　こ ろ で ある．そ こ で 今回妊娠時 に 産生 され る胎盤性 の

蛋白物質や性 steroid が膵 に 直接刺激 を 与 え て ，
　 insu・

lin分泌に与え る影響を rat 灌流膵 を用 い て 検討し た．

　 Wister系雌性 rat （体重200〜2SOg）を用 い ，Grodsky

　ら の 方法 に 準 じ て 摘 出膵標本 を作成 した ．灌流液に は

　4 ％Dextrane お よ び0．5％ BSA ・
を含む Krebs・Rin−

ger　bicarbonate　Buffer （KRBB ）を用 い ，ブ ド ウ糖

11．ImM の 存在下 に ，（1）HCG 　2501U／ml ， （2＞HPL 　10

μg／ml ，（3）Estriol・（E3）500ng ／ml ，（4）Estradiol−17β
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